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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第112期

第２四半期連結
累計期間

第113期
第２四半期連結
累計期間

第112期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 8,593,454 8,991,595 17,333,630

経常利益（千円） 1,262,805 940,938 2,211,702

四半期（当期）純利益（千円） 802,745 797,210 957,296

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
747,759 725,669 939,589

純資産額（千円） 13,665,484 14,447,348 13,789,497

総資産額（千円） 21,189,520 22,229,213 21,877,385

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
106.61 105.88 127.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.5 65.0 63.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,253,745 943,870 2,080,659

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
201,299 △585,308 △824,397

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△227,153 △234,819 △461,881

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
3,864,751 3,554,982 3,431,239

　

回次
第112期

第２四半期連結
会計期間

第113期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
49.55 63.62

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第112期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、期前半は東日本大震災による直接的な被害や原発事故に伴う

電力供給への懸念などにより、先行き不透明な状況が続きました。期後半にかけては震災からの復旧・復興の取り

組みの中でサプライチェーンの立て直しが進み、生産活動に回復の兆しが見られましたが、総じて厳しい状況が続

きました。

　特殊鋼業界の主要需要先である自動車業界におきましては、震災により生産活動が一時的に大きく落ち込んだも

のの、比較的早期に復旧したことから、生産活動は回復基調で推移いたしました。

　このような環境の中で、当社グループの特殊鋼事業につきましても、震災の影響を受け生産活動が一時的に落ち込

みましたが、復旧作業に注力した結果、早期に通常操業に戻り、受注回復に伴う増産に対応いたしました。また、不動

産賃貸事業につきましても、商業施設の一部に被害を受けましたが、早期に復旧作業を進め、通常営業を再開いたし

ました。その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期に比べ398百万円増の8,991百万円と

なりました。収益面では、製品構成変化ならびに震災による利益率の低下により、経常利益は前年同四半期に比べ

321百万円減の940百万円、四半期純利益は、東北地方太平洋沖地震による受取保険金等により前年同四半期に比べ

５百万円減の797百万円となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　①特殊鋼事業

　売上高は前年同四半期に比べ461百万円増の7,989百万円、セグメント利益（営業利益）は242百万円減の513

百万円となりました。

　②不動産賃貸事業

　売上高は前年同四半期に比べ63百万円減の1,002百万円、セグメント利益（営業利益）は74百万円減の413百

万円となりました。

(2）資産、負債および純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ351百万円増加し、22,229百万円となり

ました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加額501百万円、土地の減少額426百万円、投資有価証券の増加額354百

万円等によるものであります。

　一方、当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ306百万円減少し、7,781百万円となりまし

た。主な要因は、災害損失引当金の減少額597百万円、支払手形及び買掛金の増加額585百万円、長期借入金の減少額

166百万円、未払法人税等の減少額155百万円等によるものであります。

　また、当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純利益797百万円を主な要因として、前連結会計年度末に比

べ657百万円増加し、14,447百万円となりました。以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.0％から2.0

ポイント増加し、65.0％となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度に比べ123百万円増加し、3,554百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は、943百万円の増加（前年同四半期は1,253百万円

の増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益1,334百万円に、プラス要因として仕入債務の増加額585

百万円、マイナス要因として災害損失引当金の減少額597百万円、売上債権の増加額501百万円等を調整した結果に

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
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　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は、585百万円の減少（前年同四半期は201百万円の

増加）となりました。これはプラス要因として、有形固定資産の売却による収入504百万円、マイナス要因として投

資有価証券の取得による支出579百万円、有形固定資産の取得による支出533百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金収支は、234百万円の減少（前年同四半期は227百万円の

減少）となりました。これは、長期借入金の返済による支出166百万円、配当金の支払67百万円等によるものであり

ます。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、53百万円（売上金額比0.6%)でありま

す。

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,200,000

計　 30,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 7,550,000 7,550,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100

株であります。

計　 7,550,000 7,550,000

　

－　

　

　－

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 7,550,000 － 827,500 － 560,772

EDINET提出書類

東北特殊鋼株式会社(E01245)

四半期報告書

 5/19



（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大同特殊鋼株式会社　　（注）1 名古屋市東区東桜一丁目1番10号 2,549 33.77

岡谷鋼機株式会社 名古屋市中区栄二丁目4番18号 752 9.96

ビービーエイチ　フォー　フィデリ

ティー　ロープライス　ストック　

ファンド（常任代理人　株式会社

三菱東京ＵＦＪ銀行）

40 WATER STREET, BOSTON MA 02109

U.S.A.（東京都千代田区丸の内二丁目

７番１号）

595 7.88

東京窯業株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 594 7.87

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関三丁目７番３号 374 4.95

株式会社みずほコーポレート銀行

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
302 4.00

株式会社七十七銀行

（常任代理人　資産管理サービス

信託銀行株式会社）

仙台市青葉区中央三丁目３番20号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
300 3.98

中央三井信託銀行株式会社（常任

代理人　日本トラスティ・サービ

ス信託銀行株式会社）

東京都港区芝三丁目33番１号（東京都

中央区晴海一丁目８番11号）
200 2.65

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 175 2.33

芝本産業株式会社 東京都中央区湊一丁目１番12号 173 2.30

計 － 6,016 79.69

　（注）１．大同特殊鋼株式会社の所有株式のうち、1,794千株は、以下の各信託銀行に管理有価証券信託として委託され

ております。

　　 日本トラスティ・サービス信託銀行㈱　370千株　　野村信託銀行㈱　　　　370千株

　　 あおぞら信託銀行㈱　　　　　　　　  360千株    みずほ信託銀行㈱　　　360千株

　 　三菱ＵＦＪ信託銀行㈱　              334千株

２．エフエムアール　エルエルシーから、平成20年９月19日付の大量保有報告書の写しの送付があり（報告義務

発生日　平成20年９月15日）、報告義務発生日現在で以下のとおり株式を所有している旨報告を受けております

が、当社として当第２四半期会計期間末時点における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、

上記「大株主の状況」では考慮しておりません。

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エフエムアール　エルエルシー
82 Devonshire Street, Boston, 

Massachusetts 02109, USA 
750 9.93
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     20,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,525,800 75,258 －

単元未満株式 普通株式      3,600 － －

発行済株式総数 7,550,000 － －

総株主の議決権 － 75,258 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

東北特殊鋼株式会社

仙台市太白区長町

七丁目20-1
20,600 － 20,600 0.27

計 － 20,600 － 20,600 0.27

　（注）当第２四半期会計期間末における自己株式数は20,668株であります。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,481,239 3,604,982

受取手形及び売掛金 2,712,398 3,213,900

有価証券 101,866 201,351

商品及び製品 413,890 340,960

仕掛品 861,386 888,404

原材料及び貯蔵品 645,146 517,523

繰延税金資産 473,992 222,003

その他 38,027 87,019

貸倒引当金 △448 △575

流動資産合計 8,727,499 9,075,570

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,516,351 6,789,647

機械装置及び運搬具（純額） 1,069,492 1,120,253

工具、器具及び備品（純額） 49,910 54,839

土地 2,601,998 2,175,116

建設仮勘定 462,824 218,285

有形固定資産合計 10,700,577 10,358,142

無形固定資産 73,294 59,255

投資その他の資産

投資有価証券 1,985,157 2,339,227

従業員に対する長期貸付金 1,401 859

繰延税金資産 248,606 247,809

その他 143,404 150,306

貸倒引当金 △2,556 △1,959

投資その他の資産合計 2,376,013 2,736,244

固定資産合計 13,149,885 13,153,642

資産合計 21,877,385 22,229,213
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 994,573 1,580,549

短期借入金 333,852 333,852

未払法人税等 637,958 482,565

賞与引当金 261,314 272,935

災害損失引当金 600,546 2,905

その他 769,874 799,698

流動負債合計 3,598,119 3,472,506

固定負債

長期借入金 248,833 81,907

繰延税金負債 80,647 29,680

長期預り金 3,689,862 3,712,062

修繕引当金 342,353 355,805

退職給付引当金 20,082 22,213

環境対策引当金 68,000 68,000

その他 39,990 39,690

固定負債合計 4,489,767 4,309,358

負債合計 8,087,887 7,781,864

純資産の部

株主資本

資本金 827,500 827,500

資本剰余金 560,993 560,993

利益剰余金 12,230,018 12,959,463

自己株式 △17,699 △17,753

株主資本合計 13,600,812 14,330,203

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 188,685 117,144

その他の包括利益累計額合計 188,685 117,144

純資産合計 13,789,497 14,447,348

負債純資産合計 21,877,385 22,229,213
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 8,593,454 8,991,595

売上原価 6,749,555 7,432,589

売上総利益 1,843,899 1,559,005

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 163,068 168,072

給料及び手当 111,531 126,731

賞与引当金繰入額 51,125 56,766

退職給付費用 8,588 4,955

その他 265,726 275,064

販売費及び一般管理費合計 600,039 631,590

営業利益 1,243,859 927,415

営業外収益

受取利息 5,839 12,149

受取配当金 4,734 6,223

仕入割引 10,329 12,231

その他 11,758 6,065

営業外収益合計 32,661 36,669

営業外費用

支払利息 5,602 3,400

固定資産除却損 323 7,361

売上割引 6,663 7,290

その他 1,126 5,093

営業外費用合計 13,715 23,146

経常利益 1,262,805 940,938

特別利益

固定資産売却益 － ※1
 77,132

受取保険金 － ※2
 200,000

災害損失引当金戻入額 － 116,115

契約解約益 ※3
 78,236 －

特別利益合計 78,236 393,248

税金等調整前四半期純利益 1,341,041 1,334,186

法人税、住民税及び事業税 525,618 474,482

過年度法人税等戻入額 － ※4
 △187,020

法人税等調整額 12,677 249,514

法人税等合計 538,295 536,975

少数株主損益調整前四半期純利益 802,745 797,210

四半期純利益 802,745 797,210
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 802,745 797,210

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △54,986 △71,540

その他の包括利益合計 △54,986 △71,540

四半期包括利益 747,759 725,669

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 747,759 725,669
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,341,041 1,334,186

減価償却費 349,733 345,510

貸倒引当金の増減額（△は減少） 433 △470

賞与引当金の増減額（△は減少） 108 11,620

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,400 △11,150

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △597,641

修繕引当金の増減額（△は減少） 14,178 13,452

退職給付引当金の増減額（△は減少） △979 2,131

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61,259 －

受取利息及び受取配当金 △10,573 △18,372

支払利息 5,602 3,400

有形固定資産売却損益（△は益） － △77,132

有形固定資産除却損 323 7,361

売上債権の増減額（△は増加） 46,174 △501,501

たな卸資産の増減額（△は増加） △83,736 173,535

仕入債務の増減額（△は減少） 55,515 585,976

未収消費税等の増減額（△は増加） － △13,621

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,207 36,897

その他の資産の増減額（△は増加） △37,362 △40,389

その他の負債の増減額（△は減少） 50,052 114,617

小計 1,626,644 1,368,408

利息及び配当金の受取額 10,991 20,861

利息の支払額 △5,084 △3,344

法人税等の支払額 △378,806 △442,054

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,253,745 943,870

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000 △50,000

定期預金の払戻による収入 1,200,000 50,000

有価証券の償還による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,053,158 △533,853

有形固定資産の売却による収入 － 504,015

有形固定資産の除却による支出 － △160

無形固定資産の取得による支出 △250 △1,651

投資有価証券の取得による支出 △103,500 △579,400

投資有価証券の償還による収入 3,000 3,000

貸付けによる支出 △400 △600

貸付金の回収による収入 1,198 1,141

長期預り金の受入による収入 － 22,200

その他 4,410 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 201,299 △585,308

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △166,926 △166,926

自己株式の取得による支出 △69 △54

配当金の支払額 △60,158 △67,838

財務活動によるキャッシュ・フロー △227,153 △234,819

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,227,891 123,743

現金及び現金同等物の期首残高 2,636,859 3,431,239

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,864,751

※1
 3,554,982
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　固定資産売却益 ────── 　固定資産売却益の内容は次のとおり

であります。　

　土地　　　　　　　　 77,132千円

※２　受取保険金 ────── 　受取保険金は、東北地方太平洋沖地

震によるものであります。　

※３　契約解約益 　契約解約益は、自家発電用燃料の購

買取引契約を解約したことによるも

のであります。　

──────

※４　過年度法人税等戻入額 ────── 　過年度法人税等戻入額は、平成23年4

月20日に国税庁から公表された「東

日本大震災に関する諸費用の法人税

の取扱いについて（法令解釈通

達）」を適用し、前連結会計年度に計

上した未払法人税等の一部を戻し入

れたものであります。 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定

預入期間が３ヶ月を超える定期預金

3,914,751

△50,000　

現金及び現金同等物 3,864,751

　

 （千円）

現金及び預金勘定

預入期間が３ヶ月を超える定期預金

3,604,982

△50,000　

現金及び現金同等物 3,554,982

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 60,236 8.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年11月５日

取締役会
普通株式 67,765 9.00 平成22年９月30日 平成22年11月25日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

（1）配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 67,764 9.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年10月31日

取締役会
普通株式 45,175 6.00 平成23年９月30日 平成23年11月17日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
特殊鋼事業
（千円）

不動産賃貸事業
（千円）

合計（千円）

売　　上　　高 　 　 　
　外部顧客への売上高 7,528,119 1,065,334 8,593,454
　セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 7,528,119 1,065,334 8,593,454
セグメント利益 755,655 488,203 1,243,859

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
特殊鋼事業
（千円）

不動産賃貸事業
（千円）

合計（千円）

売　　上　　高 　 　 　
　外部顧客への売上高 7,989,486 1,002,109 8,991,595
　セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 7,989,486 1,002,109 8,991,595
セグメント利益 513,448 413,966 927,415

（注）セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 106円61銭 105円88銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 802,745 797,210

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 802,745 797,210

普通株式の期中平均株式数（株） 7,529,513 7,529,358

（注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成23年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………45,175千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年11月17日

　（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月11日

東北特殊鋼株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今野　利明　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小池　伸城　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北特殊鋼株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北特殊鋼株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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